
表４　昭和20年以降の我が国の主な自然災害(1，000人以上）

年月日 災害名 主な地域 死者・行方不明者数

昭和２０．１．１３ 三河地震（Ｍ６．８） 愛知県南部 2，306人

　　　２０．９．１７～18 枕崎台風 西日本（特に広島） 3，756人

　　　２１．１２．２１ 南海地震（Ｍ８．０） 中部以西の日本各地 1，443人

　　　２２．９．１４～１５ カスリーン台風 東海以北 1，930人

　　　２３．６．２８ 福井地震（Ｍ７．１） 福井平野とその周辺 3，769人

　　　２８．６．２５～２９ 大雨（前線） 九州、四国、中国（特に北九州） 1，013人

　　　２８．７．１６～２４ 南紀豪雨 東北以西（特に和歌山） 1，124人

　　　２９．９．２５～２７ 洞爺丸台風 全国（特に北海道、四国） 1，761人

　　　３３．９．２６～２８ 狩野川台風 近畿以東（特に静岡） 1，269人

　　　３４．９．２６～２７ 伊勢湾台風 全国（九州を除く、特に愛知） 5，098人

平成７．１．１７ 阪神・淡路大地震（Ｍ７．３） 兵庫県 6，437人

資料：気象年鑑、理科年表、消防庁資料


